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（
五
九
） 

二
代
目
市
川
団
十
郎
日
記
詳
解 

―
享
保
十
八
年
十
二
月
～
十
九
年
一
月
― 

 

ビ
ュ
ー
ル
ク 

ト
ー
ヴ
ェ
＊  

 

は
じ
め
に 

 

享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
の
中
心
的
人
物
で
あ
る
二
代
目
市
川
団
十
郎
（
元
禄
元
〈
一

六
八
八
〉
年
〜
宝
暦
八
〈
一
七
五
八
〉
年
）
は
、「
暫
」
や
「
鳴
神
」、「
助
六
」
な

ど
の
演
技
演
出
を
創
作
し
、
完
成
し
た
。
こ
の
時
期
は
歌
舞
伎
が
熟
成
し
て
い
く

が
、
資
料
は
極
め
て
少
な
く
、
不
明
な
点
が
多
い
。
二
代
目
団
十
郎
が
書
き
残
し

た
日
記
は
こ
の
時
期
の
貴
重
な
資
料
だ
が
、
分
析
・
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
。 

 

日
記
原
本
は
文
化
初
期
、
狂
歌
師
狂
歌
堂
真
顔
に
貸
与
中
焼
失
し
た
が
、
幸
い

享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
十
二
月
か
ら
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
九
月
ま
で
の

写
本
五
種
類
が
残
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
写
本
の
経
緯
に
つ
い
て
は
赤
間
亮
著
「
二
代

目
市
川
団
十
郎
の
日
記
諸
本
考
」（
「
藝
能
文
化
史
」
六
号
、
一
九
八
四
年
）
な
ど

に
詳
し
い
が
、
日
記
へ
の
注
釈
や
解
説
は
一
部
し
か
進
ん
で
お
ら
ず
、
未
詳
の
部

分
が
多
い
。
そ
こ
で
二
代
目
団
十
郎
の
日
記
の
全
面
的
な
解
釈
を
試
み
る
。 

 

写
本
に
つ
い
て 

 

写
本
に
は
「
老
の
た
の
し
み
抄
」（
▽
）
、「
柿
表
紙
」（
○
）
、「
栢
莚
日
記
」（
●
）
、

「
病
中
日
記
」（
△
）、「
市
川
団
十
郎
日
記
発
句
集
」（
▼
）
の
五
種
類
が
あ
る
。 

 

「
老
の
た
の
し
み
抄
」
は
、
五
代
目
団
十
郎
が
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
九
月
、

早
逝
し
た
息
子
六
代
目
団
十
郎
の
追
善
と
し
て
孫
の
玉
木
屋
金
次
郎
（
和
泉
屋
お

す
み
の
子
、
後
の
七
代
目
団
十
郎
か
そ
の
兄
弟
で
あ
る
か
は
未
詳
）
に
日
記
写
本

を
贈
る
た
め
、
山
東
京
伝
に
そ
の
制
作
を
依
頼
し
た
も
の
で
、
京
伝
の
注
が
あ
る
。

こ
れ
を
元
に
国
立
国
会
図
書
館
本
（『
中
古
叢
書
』
所
収
本
、
文
化
元
〈
一
八
〇
四
〉

年
写
）、
刈
谷
図
書
館
村
上
文
庫
本
（
文
化
五
〈
一
八
〇
八
〉
年
写
／
嘉
永
四
〈
一

八
五
一
〉
年
写
）、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
本
（
天
保
十
四
〈
一
八
四
三
〉
年
写
）、

天
理
図
書
館
蔵
（
木
村
黙
老
著
『
続
聞
ま
ゝ
記
』
所
収
）
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
、

山
東
京
伝
の
弟
山
東
京
山
の
朱
書
入
り
柿
衞
文
庫
蔵
本
（
文
政
十
三
〈
一
八
三
〇
〉

年
）
な
ど
も
あ
る
。 

「
柿
表
紙
」
は
、
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
夏
、
狂
歌
堂
真
顔
の
主
治
医
で
あ

っ
た
弄
月
亭
金
花
が
一
日
だ
け
真
顔
よ
り
日
記
を
ま
た
借
り
し
、
息
子
と
二
人
で

写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
正
月
か
ら
十
月
ま
で
の

記
述
を
収
録
す
る
。「
栢
莚
日
記
」
（
写
者
不
明
）
は
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年

正
月
か
ら
四
月
ま
で
、
お
よ
び
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
か
ら
八
年
ま
で
の
句
日

記
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
一
九
一
七
年
、
伊
原
青
々
園
筆
注
に
よ
る
写
本
『
栢

莚
遺
筆
集
』
に
ま
と
め
ら
れ
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
現
存
す
る
。
黒
須
広

吉
氏
蔵
の
原
本
は
い
ず
れ
も
一
九
二
三
年
の
関
東
大
地
震
の
際
に
失
わ
れ
た
と
さ

れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
五
年
、「
栢
莚
日
記
」
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
の
新
出

資
料
か
ら
発
見
さ
れ
た
。 

 

＊
ビ
ュ
ー
ル
ク 

ト
ー
ヴ
ェ 

 

埼
玉
大
学
大
学
院 

人
文
社
会
科
学
研
究
科 

准
教
授
、
日
本
近
世
文
学
、
演
劇
（
歌
舞
伎
） 



 

（
六
〇
） 

享
保
二
十
年
七
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
大
病
を
患
っ
た
二
代
目
団
十
郎
は
そ
の

療
養
中
、
友
人
で
中
村
座
の
木
戸
番
と
さ
れ
る
里
卿
（
「
里
郷
」
と
も
）
宛
て
に
「
病

中
日
記
」
を
送
っ
た
。
こ
こ
に
は
病
気
回
復
の
た
め
の
祈
り
や
、
慰
め
に
詠
ん
だ
狂

歌
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
原
本
は
存
在
し
な
い
が
、
木
村
黙
老
の
随

筆
『
聞
ま
ゝ
記
』（
天
保
初
期
、
神
宮
文
庫
本
な
ど
）
に
収
録
さ
れ
た
。
さ
ら
に
文

化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
俳
人
緑
亭
沾
玉
が
日
記
か
ら
俳
句
千
二
百
句
を
抜
き
書

し
た
「
市
川
団
十
郎
日
記
発
句
集
」（
洒
竹
文
庫
蔵
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
写
本
は
い
ず
れ
も
翻
刻
さ
れ
『
資
料
集
成
二
世
市
川
団
十
郎
』(

和
泉

書
院
、
一
九
八
八
年)

に
日
付
順
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
で
は
底
本
を
区
別
す

る
た
め
に
記
号
▽
○
●
△
▼
を
用
い
て
お
り
、
本
稿
で
も
こ
れ
に
従
う
。 

本
稿
で
は
享
保
十
八
年
十
二
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
の
記
録
に
つ
い
て
注
釈
を

付
し
て
解
説
す
る
。
こ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
以
後
、
順
次
詳
解
す
る
。 

 

 

注
釈
書
一
覧 

日
記
写
本
の
注
釈
書
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。〈 

〉
は
そ
れ
ぞ
れ
の
略
号
。 

「
老
の
た
の
し
み
抄
」 

〈
岩
〉
岩
本
活
東
子
編
「
老
の
た
の
し
み
抄
」（『
燕
石
十
種
』
文
久
元
〈
一
八
六
一
〉

年
編
、
市
島
謙
吉
活
字
編
、
一
九
〇
六
年
〈新
版
中
央
口
論
社
、
一
九
八
〇
年
刊
〉） 

〈
内
〉
内
藤
耻
叟
・
小
宮
山
綏
介
編
「
老
の
楽
」
（
『
温
知
叢
書
』
博
文
館
蔵
、

一
八
九
一
年
刊
） 

〈
博
〉
博
文
館
編
輯
局
編
「
老
の
楽
」（『
校
訂
俳
優
全
集
』
博
文
館
、
一
九
〇
一

年
刊
） 

〈
郡
〉
郡
司
正
勝
編
「
老
の
た
の
し
み
抄
」（『
近
世
芸
道
論
』
日
本
思
想
体
系
〈
六

一
〉、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
刊
） 

「
柿
表
紙
」 

〈
伊
柿
〉
伊
原
青
々
園
編
「
柿
表
紙
」（『
栢
莚
遺
筆
集
』
一
九
一
七
年
写
、
早
稲

田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
） 

「
栢
莚
日
記
」 

〈
伊
柏
〉
伊
原
青
々
園
編
「
栢
莚
日
記
」（『
栢
莚
遺
筆
集
』
一
九
一
七
年
写
、
早

稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
） 

  

凡
例 

一
、
記
号
▽
○
●
△
▼
は
原
本
を
示
す
。 

二
、
注
釈
書
か
ら
の
引
用
は
、
書
名
を
〈 

〉
で
示
し
、
引
用
文
を
「 

」
で
示

し
た
。 

三
、「 

」
の
な
い
注
釈
は
筆
者
に
よ
る
。 

四
、
日
記
本
文
中
の
数
字
は
注
の
番
号
を
示
す
。 

五
、
引
用
文
の
約
物
は
省
略
し
た
。 

六
、
出
典
の
記
載
が
な
い
役
者
評
判
記
は
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』（
岩
波
書
店
、

一
九
七
二
年
～
一
九
七
七
年
刊
）
か
ら
引
用
し
た
。 

 

享
保
十
八
年
十
二
月 

【
日
記
】 

○
享
保
十
八
年
（
１
）
丑
年
歳
暮
前
書
ア
リ 

 
 
 

ア
カ
ル
サ
ヨ
（
２
）
大
ツ
コ
モ
リ
ノ
鞍
馬
山 

 
 

才
牛
（
３
） 

 

【
注
】 

（
１
） 

享
保
十
八
年 



 

（
六
一
） 

〈
伊
柿
〉
「
本
年
十
月
、
中
村
勘
三
郎
座
の
手
附
金
受
取
証
ニ

長
谷
川
町

善
右
衛
門
店
市
川
団
十
郎
と
あ
り
」 

 

こ
の
注
は
以
下
に
示
す
関
根
只
誠
纂
録
『
東
都
劇
場
沿
革
誌
料
』

（
〈
上
〉
歌
舞
伎
資
料
選
書
６
、
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
、
一
九
八
三
年

刊
）
収
録
の
契
約
書
を
元
に
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

只
誠
云
、
予
が
所
蔵
之
内
二
代
目
団
十
郎
之
証
書
、
並
二
代
目

関
三
十
郎
之
証
文
の
写
、
右
に
記
す
、 

 
 

 
 

 
 
 
 

手
付
金
受
取
証
文
の
事 

 

一 

私
等
儀
当
丑
年
十
一
月
よ
り
来
寅
年
十
月
興
行
迄
一
ヶ
年
貴

殿
御
芝
居
へ
御
抱
に
相
成
候
給
金
七
百
両
と
相
定
め
、
今
日
内
金

百
五
十
両
慥
に
受
取
申
候
所
実
正
也
、
然
上
は
外
芝
居
は
勿
論
、

他
国
等
へ
罷
出
家
業
仕
間
敷
、
為
後
日
手
付
証
文
仍
如
件
、 

享
保
十
八
丑
年
十
月
廿
五
日 
長
谷
川
町 

善
右
衛
門
店 

市
川
団
十
郎 

小
伝
馬
町
二
丁
目 

家
主 

身
元
受
人 

清 
 
 

助 
 
 
 

中
村
勘
三
郎
殿 

（
２
） 

ア
カ
ル
サ
ヨ 

〈
伊
柿
〉
「
こ
の
時
市
村
座
出
勤
也
」 

（
３
） 

才
牛 

〈
伊
柿
〉
「
父
の
俳
名
を
襲
ぎ
し
也
、
後
に
栢
莚
と
改
む
」 

享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）
年
ま
で
は
「
三
升
」、
享
保
二
十
年
以
降
は
「
栢

莚
」
。
「
才
牛
」
は
そ
の
間
の
五
年
間
の
み
利
用
（
楠
元
六
男
著
『
享
保

期
江
戸
俳
諧
攷
』
新
典
社
研
究
叢
書
〈
62
〉
、
新
典
社
、
一
九
九
三
年
）。 

（
図
１
）
二
代
目
鳥
居
清
信
筆
「
篠
塚
五
郎
（
市
川
団
十
郎
）、
猿 

（
市
村
万
蔵
）」

享
保
十
八
年
十
一
月
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵 

 

 

【
解
説
】 

 

歳
暮
を
祝
う
句
。
関
根
只
誠
旧
蔵
の
契
約
書
は
享
保
十
九
年
、
中
村
勘
三
郎
座

と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
も
の
〈
伊
柿
〉
だ
が
、
二
代
目
団
十
郎
は
こ
の
年
、

市
村
座
に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
同
年
の
役
者
評
判
記
や
番
附
な
ど
か
ら
知
ら
れ
て

お
り
、
二
代
目
団
十
郎
は
中
村
座
と
交
渉
を
行
っ
た
が
不
首
尾
に
終
わ
り
、
結
局

市
村
座
へ
の
出
演
を
決
め
た
こ
と
を
示
す
。
中
村
座
が
年
俸
七
百
両
を
提
示
し
て

い
る
た
め
、
市
村
座
の
出
演
料
は
そ
れ
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 
本
契
約
書
は
二
代
目
団
十
郎
の
住
居
を
長
谷
川
町
と
す
る
。
長
谷
川
町
は
現
・

中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
二
丁
目
近
辺
、
堺
町
（
中
村
座
）
や
葺
屋
町
（
市
村
座
）

に
も
近
か
っ
た
。
ま
た
、
三
光
稲
荷
神
社
や
人
形
屋
竹
岡
豊
前
、
浮
世
絵
師
古
山

太
郎
兵
衛
師
重
、
版
元
や
彫
り
師
ら
職
人
の
住
ま
い
、
乗
物
屋
や
古
着
屋
、
布
屋

な
ど
商
店
な
ど
も
あ
っ
た
（『
江
戸
図
鑑
綱
目
』
元
禄
二
〈
一
六
八
九
〉
年
刊
、
国



 

（
六
二
） 

会
図
書
館
蔵
、『
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』
元
禄
三
年
刊
、『
江
戸
砂
子
』
享
保
十

七
年
刊
な
ど
）。
し
か
し
、
長
谷
川
町
の
西
側
に
は
人
形
町
通
り
が
あ
り
、
享
保
期

末
の
二
代
目
団
十
郎
の
屋
敷
に
つ
い
て
「
其
頃
人
形
町
に
間
口
十
間
の
千
両
屋
敷

を
所
持
せ
り 
左
助
と
い
へ
る
も
の
に
大
家
役
を
頼
置
し
か 

右
之
大
病
に
諸
社

諸
寺
江

命
乞
の
願
や
ら
望
月
三
英
老
の
療
治
に
て
朝
鮮
人
参
は
牛
房
大
根
の
こ
と

く
に
用
ひ 

諸
事
日
夜
の
物
入
等
に
て
右
人
形
町
屋
敷
を
江
市
屋
惣
助
方
へ
譲
り

け
り
」（
池
須
賀
散
人
著
『
市
川
栢
莚
舎
事
録
』
明
和
六
〈
一
七
六
九
〉
年
写
『
資

料
集
成
二
世
市
川
団
十
郎
』
収
録
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
団
十
郎
家
は
人
形
町
通

り
の
長
谷
川
町
側
で
あ
っ
た
か
。 

 

二
代
目
団
十
郎
は
年
末
の
あ
る
日
か
ら
出
勤
し
た
〈
伊
柿
〉。
市
村
座
の
顔
見
世

狂
言
は
「
正
本
太
平
記
」（
十
一
月
五
日
初
日
）
で
「
し
の
塚
い
が
の
守
の
お
役
．

例
の
ご
と
く
橋
が
ゝ
り
よ
り
．
す
り
立
テ

に
鎌
髯
．
上
下
を
着
し
．
ま
つ
か
い
に

顔
を
ぬ
り
．
満
蔵
殿
を
猿
に
仕
立
テ

」「
二
ば
ん
め
楠
判
官
役
．
ゑ
ぼ
し
大
紋
に
て
．

子
息
正
行
に
．
太
平
記
の
素
読
の
指
南
み
な
と
川
の
絵
姿
．
度
々
の
事
な
が
ら
．

取
わ
け
大
出
来
〳
〵
」（『
役
者
三
津
物
』
享
保
十
九
年
正
月
刊
）
な
ど
と
成
功
し

た
が
、
興
行
が
十
二
月
末
ま
で
続
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
。
こ
の
と
き
、
二
代
目

団
十
郎
は
篠
塚
伊
賀
守
と
楠
正
成
二
役
を
演
じ
、
座
元
市
村
羽
右
衛
門
の
息
子
萬

蔵
と
と
も
に
猿
回
し
の
芸
も
見
せ
た
（
図
１
）。 

 

享
保
十
九
年
一
月 

【
日
記
】 

▽
寅
年
（
１
）
歳
旦
元
日
寅
の
日
也 

 
 
 

庭
訓
や
（
２
）
恵
方
（
３
）
に
蜈
蚣
（
４
）
先
つ
い
は
ひ 

 
 

才
牛
（
５
） 

 

【
注
】 

（
１
） 

寅
年 

〈
博
〉
「
栢
筵
四
十
七
歳
」 

〈
郡
〉「
京
伝
の
朱
注
に
『
栢
莚
此
年
四
十
七
歳
』
と
あ
る
。
市
村
座
出

勤
」 

（
２
） 

庭
訓
や 

〈
郡
〉
「
家
庭
の
教
え
に
よ
れ
ば
」 

（
３
） 

恵
方 

〈
郡
〉
「
歳
徳
神
の
い
る
吉
の
方
角
」 

（
４
） 

蜈
蚣 

〈
郡
〉「
百
足
は
毘
沙
門
天
の
使
と
し
て
、
正
月
の
初
寅
に
祝
う
。
あ
し

（
銭
）
が
多
い
と
い
う
縁
語
。『
向
う
』
と
『
む
か
で
』
と
か
け
た
」 

（
５
） 

才
牛 

〈
岩
〉
「
二
代
目
栢
莚
、
父
の
名
を
継
て
才
牛
斎
と
も
号
せ
り
」 

〈
内
〉
「
活
東
子
云
元
祖
団
十
郎
は
才
麿
の
門
人
俳
諧
の
名
を
才
牛
と

云
、
二
代
目
団
十
郎
是
つ
ぎ
て
才
牛
と
称
す
後
ニ
栢
莚
と
改
む
享
保
十

九
年
寅
年
四
十
七
歳
な
り
」 

〈
郡
〉「
京
伝
の
朱
注
に
『
元
祖
団
十
郎
、
才
麿
ノ
門
人
ニ
テ
俳
諧
ノ
名

ヲ
才
牛
ト
云
、
二
代
目
団
十
郎
コ
レ
ヲ
ツ
ギ
テ
才
牛
ト
称
ス
、
後
ニ
栢

莚
ト
更
ム
』」 



 

（
六
三
） 

（
図
２
）『
享
保
十
九
甲
寅
年
春
狂
言
本
』
収
録
「
祐
成
飾
大
磯
寅
年
」
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
蔵 

 

 

【
解
説
】 

 

歳
旦
を
祝
う
句
。
市
村
座
正
月
興
行
「
七
種
繁
曾
我
」（
な
な
く
さ
に
ぎ
わ
い
そ

が
）
の
絵
尽
く
し
（
図
２
）
に
は
「
祐
成
飾
大
磯
寅
年
（
す
け
な
り
が
か
ざ
り
ハ

お
ゝ
い
そ
の
と
ら
の
と
し
）、
こ
の
ほ
う
に
む
か
つ
て
よ
め
と
り
よ
し
、
時
宗
恵
方

粧
坂
正
月
（
と
き
む
ね
が
ゑ
ほ
う
ハ
け
わ
い
ざ
か
の
し
ょ
う
〳
〵
き
ち
）、
此
の
ほ

う
に
向
て
馬
の
り
ぞ
め
よ
し
」
と
あ
り
、
二
代
目
団
十
郎
の
元
旦
の
句
と
同
様
「
恵

方
」、「
む
か
う
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
二
代
目
団
十
郎
の
句
は
、
こ
の
と

き
演
じ
て
い
た
曾
我
五
郎
に
も
か
け
て
い
る
か
。 

 

【
日
記
】 

〇
六
日
ノ
朝
夢
想 

 
 
 

松
ノ
内
ニ
マ
ダ
元
朝
や
薺
売
（
１
） 

 

【
注
】 

（
１
） 

薺
売 

 

な
ず
な
う
り
。
陰
暦
正
月
七
日
の
七
種
粥
に
用
い
る
薺
を
そ
の
前
日
に

売
り
歩
く
人
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
用
例
・
沾
徳
編
『
俳
林
一
字
幽
蘭

集
』〈
元
禄
五
年
刊
〉）。 

 

【
解
説
】 

 

元
旦
の
朝
に
薺
売
り
が
登
場
す
る
夢
を
正
月
六
日
に
見
た
と
い
う
発
句
。
七
種

粥
に
用
い
る
薺
を
販
売
す
る
薺
売
り
は
、「
七
種
繁
曾
我
」
に
か
け
る
。 

【
日
記
】 

▽
目
黒
（
１
）
よ
り
梅
の
花
を
も
ら
ひ
て 

 
 
 

田
境
の
垣
こ
そ
な
け
れ
一
重
梅 

 
 

才
牛 

母
人
（
２
）
き
け
ん
よ
く
江
戸
に
て
（
３
）
年
御
取
被
成 

大
晦
日
此
方
へ
御
出

に
て 

元
日
翁
渡
し
（
４
）
見
物 

嵐
三
右
衛
門
（
５
）
見
物
へ
始
て
目
見
へ
（
６
）

我
等
引
合 

三
右
衛
門
口
上 

先
年
祖
父
三
右
衛
門
（
７
）
御
当
地
へ
罷
下
り

候
時
は
西
崎
三
右
衛
門
と
申
候 

其
頃
丹
前
（
８
）
と
申
事
御
座
候 

夫
れ
を

六
法
（
９
）
と
致
候
て
其
六
法
の
内
に
花
に
嵐
と
申
せ
り
ふ
人
〳
〵
様
の
御
気

に
入
候
て 

ち
ひ
三
右
衛
門
町
を
通
り
候
時
は 

や
れ
嵐
か
通
る
い
よ
あ
ら

し
〳
〵
と
御
は
う
ひ
に
預
り
候
故 

夫
よ
り
直
に
苗
字
を
あ
ら
た
め
嵐
三
右

衛
門
と
申
候 

三
代
迄
座
元
仕
候
も
お
江
戸
町
中
様
よ
り
あ
ら
し
と
申
苗
字

も
ら
ひ
（
10
）
侯
故
と
難
有
奉
存
候 

御
名
染
の
団
十
郎
殿
同
前
に
御
ひ
い
き

を
頼
上
候 
舞
台
の
役
義
（
11
）
は
十
郎
五
郎
（
12
）
て
御
さ
り
ま
す
れ
と
も

内
証
は
あ
ち
ら
か
念
者
（
13
）
分
て
こ
さ
り
ま
す
る 

団
十
郎
真
実
の
弟
し
や



 

（
六
四
） 

と
思
召
御
ひ
い
き
を
頼
上
ま
す
る 

【
注
】 

（
１
） 

目
黒 

〈
伊
柿
〉
「
栢
莚
が
目
黒
の
隠
宅
に
つ
き
、『
論
語
魁
』
ニ

母
の
名
を
戌
、

法
名
栄
光
、
目
黒
山
行
人
坂
へ
隠
居
さ
せ
朱
林
庵
と
い
ふ
別
荘
を
建
、

田
地
付
小
遣
と
し
て
一
ヶ
年
百
両
づ
ヽ
遣
し
と
也
」（
○
●
の
序
） 

 

「
論
語
魁
」
と
は
演
劇
書
『
古
今
役
者
論
語
魁
』（
近
仁
斎
薪
翁
著
、

明
和
九
〈
一
七
七
二
〉
年
刊
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
同
書
中
に
こ
の

記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。 

（
２
） 

母
人 

〈
内
〉
「
（
活
東
子
が
）
又
云
、
柏
莚
母
に
仕
へ
て
孝
な
る
を
見
る
べ
し

母
は
元
祖
団
十
郎
妻
な
り
法
名
栄
光
」 

〈
博
〉
「
元
祖
団
十
郎
妻
法
名
栄
光
」 

（
３
） 

江
戸
に
て 

〈
郡
〉
「
目
黒
の
別
荘
か
ら
、
江
戸
の
本
宅
に
来
て
の
意
」 

（
４
） 

翁
渡
し 

〈
郡
〉
「
江
戸
の
劇
場
に
て
元
日
よ
り
三
日
間
演
ず
る
翁
式
を
い
う
」 

 

能
楽
曲
の
「
翁
」
を
歌
舞
伎
風
に
演
じ
、
顔
見
世
で
は
太
夫
元
が
翁
、

若
太
夫
が
千
歳
、
座
頭
ま
た
は
振
付
師
が
三
番
叟
と
な
り
、
別
火
精
進

し
て
初
日
か
ら
三
日
ま
で
朝
の
演
目
と
し
て
勤
め
た
。
天
下
泰
平
、
五

穀
豊
穣
、
芝
居
繁
盛
を
祈
願
す
る
心
で
あ
っ
た
（『
歌
舞
伎
事
典
』
）。 
 

享
保
十
九
年
、
二
代
目
団
十
郎
は
市
村
座
の
座
頭
、
翁
渡
し
の
三
番

叟
を
勤
め
た
か
。 

（
５
） 

嵐
三
右
衛
門 

 

〈
郡
〉
「
三
代
」 

 

三
代
目
嵐
三
右
衛
門
の
こ
と
。
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
〜
宝
暦
四

（
一
七
五
四
）
年
。
二
代
目
の
実
子
。
立
役
。
俳
名
番
虎
。
宝
永
元
（
一

七
〇
四
）
年
八
歳
で
襲
名
、
以
後
二
十
二
年
間
、
大
坂
で
座
元
を
勤
む
。

延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
、
嵐
新
平
と
改
名
、
和
事
・
六
方
を
得
意
と

し
た
（『
歌
舞
伎
事
典
』）。 

（
６
） 

始
て
目
見
へ 

 

「
お
江
戸
へ
初
て
の
お
下
り
．
難
波
の
梅
の
粋
の
芸
見
ん
と
．
夜
明
か

ら
木
戸
つ
ま
つ
て
大
入
成
し
に
．
御
病
気
ゆ
へ
顔
み
せ
お
休
正
月
二
日

よ
り
六
日
迄
座
着
計
ニ

出
」
（『
享
保
十
九
年
江
戸
・
大
坂
評
判
記
』
〈
享

保
十
九
年
三
月
刊
〉
嵐
三
右
衛
門
評
）。 

 

一
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
挨
拶
の
口
上
の
み
、
七
日
か
ら
出
演
し
た
。 

（
７
） 

祖
父
三
右
衛
門 

〈
郡
〉
「
初
代
」 

 

初
代
嵐
三
右
衛
門
の
こ
と
。
寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
〜
元
禄
三

（
一
六
九
〇
）
年
、
立
役
。
丸
小
三
右
衛
門
と
称
し
て
舞
台
を
踏
み
、

寛
文
頃
「
小
夜
嵐
」
と
い
う
狂
言
で
当
た
り
を
と
っ
て
嵐
と
改
姓
。
延

宝
二
（
一
六
七
四
）
年
ま
た
は
三
年
に
上
京
、
以
後
京
坂
で
座
元
を
勤

め
た
。
六
方
・
や
つ
し
事
を
得
意
と
し
、
や
つ
し
を
主
流
と
す
る
元
禄

の
上
方
歌
舞
伎
の
基
礎
を
作
っ
た
（『
歌
舞
伎
事
典
』）。 

（
８
） 
丹
前 

〈
郡
〉「
一
種
の
歩
く
芸
。
江
戸
で
丹
前
と
い
っ
た
の
を
上
方
で
六
法
と

し
た
。
寛
文
年
間
『
小
夜
嵐
』
と
い
う
狂
言
で
勤
め
た
」 



 

（
六
五
） 

（
９
） 

六
法 

〈
郡
〉
右
同
。 

（
10
） 
お
江
戸
町
中
様
よ
り
あ
ら
し
と
申
苗
字
も
ら
ひ 

 
 

初
代
・
二
代
目
・
三
代
目
嵐
三
右
衛
門
が
享
保
十
九
年
以
前
に
江
戸

に
下
る
記
録
は
な
い
。 

（
11
） 

役
義 

 
 
 

〈
伊
柿
〉
「
役
儀
仕
」 

（
12
） 

十
郎
五
郎 

〈
郡
〉「
曾
我
兄
弟
。
市
村
座
の
『
七
草
若
陽
曾
我
』
で
、
十
郎
は
三
右

衛
門
、
五
郎
は
団
十
郎
が
勤
め
た
の
を
さ
す
」 

 

題
目
名
は
「
七
種
繁
曾
我
」
（
『
享
保
十
九
年
江
戸
・
大
坂
評
判
記
』
、

『
芝
居
紋
番
付
』（
国
会
図
書
館
）
な
ど
）。 

（
13
） 

念
者 

〈
郡
〉「
兄
分
の
意
。
衆
道
の
語
を
わ
ざ
と
用
い
て
い
る
。
高
安
本
『
兄

分
』」 

 

〈
伊
柿
〉、
写
本
・
国
会
図
書
館
本
、
刈
谷
図
書
館
本
、
柿
衛
文
庫
本

は
「
念
者
分
」、
〈
岩
〉
〈
内
〉
〈
博
〉
は
「
兄
貴
分
」
と
す
る
。
こ
う
し

た
変
更
は
歌
舞
伎
の
男
色
売
春
と
関
わ
る
た
め
か
。 

 
（
図
３
）『
享
保
十
九
甲
寅
年
春
狂
言
本
』
収
録
「
第
三
・
第
四
」
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
蔵 

 

 
【
解
説
】 

 

二
代
目
団
十
郎
の
母
お
戌
が
目
黒
の
別
荘
か
ら
江
戸
の
屋
敷
（
人
形
町
ま
た
は

長
谷
川
町
か
、
享
保
十
八
年
十
二
月
・
注
１
、
解
説
参
照
）
を
訪
れ
、
市
村
座
の

新
年
の
祝
い
演
目
「
翁
渡
し
」
を
観
劇
し
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
二

代
目
団
十
郎
は
三
番
叟
を
勤
め
た
。
こ
の
句
は
母
が
江
戸
に
来
て
い
る
こ
と
を
喜



 

（
六
六
） 

ん
だ
も
の
。「
栄
光
と
て
親
団
十
郎
才
牛
の
妻
に
て
海
老
蔵
母
な
り 

気
性
甚
活
に

し
て
皆
人
敬
ふ
事
神
か
仏
の
こ
と
し 

仁
心
深
き
生
れ
に
て
家
内
の
者
は
い
ふ
に

及
は
す 
出
入
の
も
の
ま
て
も
あ
は
れ
み
深
く
風
に
草
の
な
ひ
く
か
こ
と
し 

尊

敬
す
る
事
也 
海
老
蔵
至
つ
て
母
へ
孝
を
尽
し
芝
居
江

役
義
に
出
る
時
は
母
の
前

に
手
を
つ
き
礼
義
を
の
へ
又
仏
間
に
入
り
て
親
才
牛
の
位
脾
に
む
か
ひ
拝
礼
な
し

て
出
ぬ
」（『
市
川
栢
莚
舎
事
録
』）
と
す
る
よ
う
に
、
二
代
目
団
十
郎
に
と
っ
て
母

の
存
在
感
は
絶
大
な
も
の
だ
っ
た
。
お
戌
は
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
頃
生
、
寛

延
三
（
一
七
五
〇
）
年
没
。 

 

日
記
後
半
に
は
三
代
目
嵐
三
右
衛
門
の
口
上
を
書
き
留
め
た
。「
七
種
繁
曾
我
」

に
出
演
し
た
嵐
三
右
衛
門
に
関
す
る
記
録
は
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。「
七
日
よ
り

七
種
繁
曾
我
ニ

十
郎
と
成
出
給
ふ
．
二
番
目
ニ

団
十
郎
殿
長
上
下
ニ

て
先
へ
出
．
太

郎
く
は
じ
や
と
．
よ
び
出
さ
れ
て
出
ら
れ
．
顔
み
せ
出
ざ
る
段
々
の
口
上
よ
し
」

（『
享
保
十
九
年
江
戸
・
大
坂
評
判
記
』
嵐
三
右
衛
門
評
）、「
第
三
、
い
に
し
へ
の

■
い
れ
ほ
く
ろ
）
ハ
女
良
の
恋
は
じ
め
、
今
の
ふ
な
盛
（
を
り
）
ハ
兄
弟
の
は
が

た
め
、
小
袖
鵆
（
こ
そ
で
ち
ど
り
）」（
図
３
・
第
三
）、「
第
四
、
い
に
し
へ
の
名

剣
（
め
い
け
ん
）
ハ
く
ん
臣
（
し
ん
）
の
舞
開
（
ひ
ら
き
）
い
ま
の
か
り
や
ハ
夫

婦
の
年
棚
（
た
な
）、
蓬
莱
雪
（
ほ
う
ら
い
の
ゆ
き
）、
は
な
の
お
江
戸
ゑ
く
だ
り

ま
し
て
そ
う
〳
〵
御
め
み
ミ
へ
で
ま
す
る
は
づ
な
れ
ど
も
な
に
や
か
や
と
お
そ
な

わ
り
ま
し
た
、
と
か
く
ご
ひ
き
を
ね
が
い
ま
す
る
」（
図
３
・
第
四
）
と
あ
る
。 

 

初
代
嵐
三
右
衛
門
は
若
い
こ
ろ
、
江
戸
で
「
小
夜
嵐
」
で
大
当
た
り
し
、
嵐
姓

を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
初
代
嵐
三
右
衛
門
と
江
戸
と
の
関
連
は
唯
一

「
当
月
な
ど
は
一
羽
に
付
或
は
十
両
或
は
五
両
ひ
よ
こ
さ
へ
壹
歩
す
る
道
理
か
な

親
仁
を
子
共
に
す
る
妙
薬
じ
や
ま
だ
高
ひ
物
が
あ
る
は
嵐
が
卵
を
江
戸
か
ら
百
両

に
つ
け
さ
う
な
と
い
ふ
ま
つ
て
み
や
」（『
難
波
の
㒵
は
伊
勢
の
白
粉
』
天
和
三
〈
一

六
八
三
〉
年
正
月
、
初
代
嵐
三
右
衛
門
・
鈴
木
平
左
衛
門
・
嵐
門
三
郎
〈
後
に
二

代
目
嵐
三
右
衛
門
〉
評
）
に
み
ら
れ
る
の
み
で
、
歴
史
的
事
実
を
基
づ
い
て
い
る

か
は
未
詳
。 

 

【
日
記
】 

▽
六
日
よ
り
二
番
め
（
１
）
出
三
右
衛
門
顔
見
世
大
入
也 

二
三
日
評
判
よ
か
り

し
に
三
右
衛
門
声
ひ
し
と
か
れ
夫
よ
り
そ
ろ
〳
〵
評
判
あ
し
く
と
か
く
か
ろ

過
下
ひ
た
な
と
ゝ
と
い
ろ
〳
〵
評
判
也 

是
顔
見
世
病
気
に
て
不
相
勤
人
気

く
し
け
た
る
ゆ
へ
歟 

 

【
注
】 

（
１
） 

二
番
め 

〈
郡
〉「
二
番
目
世
話
狂
言
『
隅
田
川
五
人
男
』。『
役
者
初
子
読
』
に
「
嵐

三
右
殿
出
ら
れ
ぬ
故
と
は
云
な
が
ら
ム
ゴ
ウ
当
ら
ず
」 

 

五
人
男
が
登
場
す
る
「
繁
扇
隅
田
川
」
は
三
月
十
六
日
か
ら
上
演
さ

れ
た
。「
十
一
日
ニ
名
題
ヲ
出
ス 

ス
ヱ
ヒ
ロ
隅
田
川 

翌
十
二
日 

マ

ネ
キ
五
人
男
ノ
カ
ン
バ
ン
出
ス 

評
判
大
キ
ニ
ヨ
シ
所
ニ
カ
ン
バ
ン
出

ス
ト 

三
右
衛
門
又
病
気 

散
々
ニ
テ
十
五
日
ノ
初
日
十
六
日
延
引
狂

言
立
替
へ 

三
右
衛
門
替
半
五
郎
ニ
直
シ
十
六
日
ヨ
リ
初
日
出
ス
」（
三

月
十
一
日
○
）。 

 



 

（
六
七
） 

（
図
４
）『
享
保
十
九
甲
寅
年
春
狂
言
本
』
収
録
「
第
一
・
第
二
」
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
蔵 

 

 

【
解
説
】 

 
 

「
七
種
繁
曾
我
」
の
二
番
目
は
「
角
力
賜
（
す
ま
い
の
は
な
）」
と
呼
ば
れ
（
図

４
）、『
曾
我
物
語
』
の
一
場
面
と
し
て
有
名
な
「
和
田
の
酒
盛
り
」
を
元
に
し
た

も
の
。
曾
我
五
郎
（
二
代
目
団
十
郎
）
は
工
藤
祐
経
（
坂
東
彦
三
郎
）
を
討
と
う

と
す
る
が
、
朝
比
奈
（
八
代
目
市
村
羽
右
衛
門
）
に
止
め
ら
れ
る
。
嵐
三
右
衛
門

は
太
郎
冠
者
を
演
じ
た
が
、
そ
れ
以
降
の
演
技
に
つ
い
て
「
ま
さ
ご
の
前
と
ら
を

請
出
し
．
朝
い
な
へ
祝
言
と
聞
．
御
殿
ヲ

う
ろ
つ
か
る
ゝ
所
へ
．
津
打
門
三
郎
殿
．

十
郎
ニ

に
せ
来
り
案
内
の
時
．
取
次
ニ

出
．
十
郎
と
聞
．
私
は
名
は
何
と
申
と
．
仰

天
の
け
し
き
お
か
し
」「
三
代
の
名
題
男
．
諸
芸
の
花
下
ニ

置
れ
ぬ
上
野
の
桜
」（『
享

保
十
九
年
江
戸
・
大
坂
評
判
記
』）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
七
種
繁
曾
我
」

に
つ
い
て
は
「
去
寅
の
春
の
曾
我
思
は
し
か
ら
ず
」（『
役
者
初
子
読
』
享
保
二
十

年
正
月
、
団
十
郎
評
）
も
あ
る
。
役
者
評
判
記
は
当
時
、
興
業
の
二
ヶ
月
か
ら
一

年
後
に
出
版
さ
れ
た
の
で
、
二
代
目
団
十
郎
が
い
う
「
い
ろ
〳
〵
評
判
也
」
は
当

時
の
世
間
の
風
評
を
指
し
て
い
る
。 

 

【
日
記
】 

▽
廿
四
日 

京
沢
村
長
十
郎
（
１
）
病
死
年
六
十
余
歟 

戒
名
貞
誉
宗
慶 

宝
永

六
年
十
一
月
朔
日 

坂
田
藤
十
郎
（
２
）
病
死 

戒
名
天
蓮
社
十
誉
一
空 

長

十
郎
戒
名
の
序
に
兵
四
郎
（
３
）
に
聞
書
付
く 

 

【
注
】 

（
１
） 

沢
村
長
十
郎 

〈
郡
〉
「
初
代
」 

 

延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
〜
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
。
通
称
は

備
中
屋
長
右
衛
門
。
俳
名
は
宗
慶
。
屋
号
は
井
筒
屋
。
囃
子
方
か
ら
立

役
と
な
り
、
京
都
・
大
坂
で
座
元
を
つ
と
め
た
。
一
時
、
沢
村
宗
十
郎

を
名
の
る
。
能
楽
、
茶
道
、
俳
諧
な
ど
諸
芸
に
通
じ
て
い
た
（『
日
本
人

名
事
典
』）。 



 

（
六
八
） 

（
２
） 

坂
田
藤
十
郎 

〈
郡
〉
「
初
代
」 

 

正
保
四
（
一
六
四
七
）
年
〜
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
。
京
の
都
万

太
夫
座
四
天
王
の
一
人
と
さ
れ
、
大
坂
で
演
じ
た
「
夕
霧
名
残
の
正
月
」

の
伊
左
衛
門
は
そ
の
名
声
を
高
め
た
。
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
頃
か

ら
近
松
門
左
衛
門
の
作
を
多
く
演
じ
た
。
傾
城
買
狂
言
を
形
成
す
る
や

つ
し
事
・
濡
れ
事
・
く
ぜ
つ
事
な
ど
を
最
も
得
意
と
し
、
特
に
長
ぜ
り

ふ
の
仕
方
咄
に
巧
み
で
あ
っ
た
（『
歌
舞
伎
事
典
』
）。 

（
３
） 

兵
四
郎 

〈
郡
〉「
坂
田
兵
四
郎
。
小
唄
の
名
手
。
藤
十
郎
の
妹
婿
の
子
。
江
戸
へ

下
る
」 

 

元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）
年
〜
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
。
初
代
坂

田
藤
十
郎
の
甥
。
坂
田
派
の
流
祖
。
享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）
年
、
初

代
瀬
川
菊
之
丞
と
と
も
に
京
都
か
ら
江
戸
に
う
つ
り
、
翌
年
中
村
座
で

「
無
間
の
鐘
」
を
う
た
い
好
評
を
博
す
（『
日
本
人
名
事
典
』）。 

 

【
解
説
】 

 
 

二
代
目
団
十
郎
は
し
ば
し
ば
歌
舞
伎
関
係
者
や
俳
人
、
友
人
や
知
り
合
い
の
没

日
を
記
し
た
。
日
記
以
外
に
も
初
代
団
十
郎
の
二
十
七
回
忌
の
た
め
に
俳
諧
集

『
父
の
恩
』（
享
保
十
五
年
刊
、
英
一
蜂
・
小
川
破
笠
画
）
を
編
む
な
ど
、「
追
善
」

に
強
い
関
心
を
示
し
た
。
同
書
は
役
者
句
集
と
し
て
最
も
古
く
、
初
代
団
十
郎
だ

け
で
な
く
、
彼
の
没
後
か
ら
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
ま
で
二
十
六
年
間
に
亡

く
な
っ
た
江
戸
歌
舞
伎
の
役
者
六
十
五
人
の
追
善
発
句
や
戒
名
な
ど
が
記
さ
れ

た
。 

 
 

日
記
に
登
場
す
る
坂
田
兵
四
郎
は
享
保
十
六
（
一
七
三
一
）
年
正
月
、
女
形
役

者
瀬
川
菊
之
丞
が
中
村
座
「
け
い
せ
い
福
引
名
古
屋
」
で
演
じ
た
「
無
間
の
鐘
」

の
所
作
事
の
楽
曲
を
作
曲
し
た
（「
け
い
せ
い
道
成
寺
」、
日
本
名
著
全
集
『
歌
謡

音
曲
集
』
な
ど
収
録
）
。
二
代
目
団
十
郎
は
こ
の
演
目
で
扇
売
り
に
や
つ
す
不
破

伴
左
衛
門
を
演
じ
、
興
行
は
大
当
た
り
し
た
。
そ
の
姿
は
「
年
玉
扇
売
り
」
（
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
せ
り
ふ
正
本
も
残
さ
れ
て
い
る
（
抱

谷
文
庫
蔵
）
。
坂
田
兵
四
郎
は
同
年
八
月
二
十
五
日
、
二
代
目
団
十
郎
か
ら
歴
史

書
『
吾
妻
鏡
』
を
借
り
る
な
ど
（
○
）、
二
人
に
は
親
し
い
関
係
が
あ
っ
た
。 

 

【
日
記
】 

▽
廿
七
日 

両
国
は
し
ひ
し
や
小
右
衛
門
（
１
）
方
へ
松
浦
御
隠
居
様
（
２
）
御
入

被
遊 

何
江
（
３
）
予
行
一
漁
（
４
）
に
出
合
過
し
十
一
日
に
は
大
黒
や
（
５
）

へ
御
出
被
成 

予
酒
気
故
足
を
く
ち
き
足
駄
ふ
み
か
へ
し
き 

一
笑 

 

【
注
】 

（
１
） 

両
国
は
し
ひ
し
や
小
右
衛
門 

 

 

△
は
「
小
右
衛
門
」
と
し
て
い
る
が
、
「
菱
屋
小
左
衛
門
」
〈
伊
柿
〉

や
「
両
国
橋
向
本
所
一
ツ
目
近
所
茶
屋
町
に
、
寄
合
料
理
茶
屋
に
て
、

菱
屋
小
左
衞
門
と
い
ふ
者
あ
り
。
彼
が
父
は
常
憲
院
様
御
代
御
出
頭
た

り
し
柳
澤
甲
斐
守
へ
気
に
入
り
、
定
紋
花
菱
の
小
袖
上
下
を
ゆ
る
さ
れ
、

其
家
名
を
も
夫
よ
り
菱
屋
と
名
乗
り
け
り
」（
馬
場
文
耕
著
『
武
野
俗
談
』

巻
之
九
「
菱
屋
お
り
つ
が
殿
」、
宝
暦
六
〈
一
七
五
六
〉
年
序
〈
『
有
朋

堂
文
庫
』
第
八
六
巻
所
収
、
一
九
一
五
年
〉）
が
あ
る
。 



 

（
六
九
） 

 

常
憲
院
と
は
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
こ
と
、
柳
澤
甲
斐
守
と
は
元
禄

期
の
大
老
格
柳
沢
吉
保
の
こ
と
。 

（
２
） 
松
浦
御
隠
居
様 

〈
郡
〉「
平
戸
の
松
浦
侯
。
松
浦
篤
信
。
享
保
十
二
年
隠
居
。
宝
暦
六
年

没
」 

 

六
代
目
平
戸
藩
主
、
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
〜
宝
暦
六
（
一
七
五

六
）
年
。
浅
草
で
生
ま
れ
、
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
よ
り
平
戸
藩
藩

主
を
勤
め
た
。
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
、
病
気
を
理
由
に
退
職
し
、

隠
居
の
身
で
さ
ま
ざ
ま
な
趣
味
を
嗜
ん
で
い
た
。
子
ど
も
は
十
九
人
（
男

子
十
一
人
、
女
子
八
人
）、
孫
に
後
に
活
躍
す
る
経
済
・
政
治
学
者
松
浦

静
山
が
い
る
（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』）。 

（
３
） 

何
江 

 

〈
内
〉「
何
江
は
市
村
羽
左
工
門
に
て
寛
延
よ
り
宝
暦
の
末

(

マ
マ)

ま
て
大
夫
元

な
り
し
よ
し
」 

〈
博
〉
「
何
江
（
市
村
羽
左
衛
門
）」 

〈
郡
〉
「
京
伝
注
『
何
江
ハ
市
村
羽
左
衛
門
事
、
則
坐
元
也
』
。
八
代
市

村
羽
左
衛
門
」 

 

四
代
目
市
村
竹
之
丞
。
元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
〜
宝
暦
十
二
（
一

七
六
二
）
年
。
七
代
市
村
宇
左
衛
門
の
弟
。
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）

年
、
江
戸
市
村
座
の
座
元
六
代
を
継
ぐ
。
子
役
で
舞
台
に
出
、
元
文
二

（
一
七
三
六
）
年
、
八
代
宇
左
衛
門
を
襲
名
。
寛
延
元
（
一
七
四
四
）

年
羽
左
衛
門
と
改
名
。
若
衆
方
、
女
方
、
立
役
、
さ
ら
に
敵
役
ま
で
、

ひ
ろ
い
芸
域
を
こ
な
し
た
。
俳
名
は
河
江
、
橘
中
庵
。
屋
号
は
菊
屋
（『
日

本
人
名
事
典
』）。 

（
４
） 

一
漁 

〈
郡
〉
「
料
亭
か
」 

 

俳
人
初
代
ま
た
は
二
代
目
鶴
海
一
漁
の
こ
と
。
初
代
は
通
称
嘉
平
治
。

別
号
に
釣
月
堂
。
江
戸
浅
草
蔵
前
に
住
み
、
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年

『
俳
諧
二
む
か
し
』
を
編
む
。
初
代
は
享
保
二
十
年
死
去
。
二
代
目
は

生
没
年
未
詳
。
初
代
鶴
海
一
漁
の
子
。
享
保
ご
ろ
活
躍
し
た
。
別
号
に

晋
阿
、
相
応
庵
、
傘
車
、
豆
花
、
堤(

提)

堂
。
姓
は
鶴
見
と
も
か
く
（『
日

本
人
名
事
典
』）。 

 

初
代
一
漁
は
初
代
団
十
郎
と
と
も
に
榎
本
其
角
の
門
人
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
息
子
の
二
代
目
一
漁
か
。 

（
５
） 

大
黒
や 

〈
郡
〉
「
大
黒
屋
久
左
衛
門
。
芝
居
町
堺
町
の
料
理
屋
」 

〈
伊
柿
〉
「
後
に
出
す
る
大
久
カ
」 

 

大
黒
屋
久
左
衛
門
は
葺
屋
町
の
芝
居
茶
屋
の
代
表
者
（
伊
原
青
々
園

著
「
外
形
の
変
遷
と
お
よ
び
法
令
」『
日
本
演
劇
史
』
第
二
編
、
近
世
文

芸
研
究
叢
書
第
二
期
、
芸
能
二
、
歌
舞
伎
二
、
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九

六
年
）。 

 

【
解
説
】 

 
一
月
二
十
七
日
、
二
代
目
団
十
郎
は
市
村
座
座
元
八
代
目
市
村
羽
左
衛
門
、
大

名
隠
居
松
浦
篤
信
、
俳
人
鶴
海
一
漁
ら
と
両
国
橋
の
寄
合
茶
屋
菱
屋
小
左
衛
門
で

宴
会
を
催
し
た
。
菱
屋
小
左
衛
門
は
柳
澤
吉
保
ら
和
歌
を
嗜
む
幕
府
関
係
者
が
訪

れ
た
茶
屋
で
、
松
浦
篤
信
は
俳
諧
に
親
し
ん
で
い
た
た
め
、
こ
の
茶
屋
を
訪
れ
た

の
だ
ろ
う
。 



 

（
七
〇
） 

 
同
茶
屋
は
享
保
二
十
年
に
開
業
す
る
河
原
崎
座
控
櫓
臣
申
請
に
関
与
す
る
な
ど

（
享
保
十
九
年
十
月
九
日
○
、
享
保
二
十
年
二
月
二
十
六
日
●
）、
歌
舞
伎
界
に
深

い
関
わ
り
が
あ
っ
た
。 

一
月
十
一
日
、
篤
信
は
二
代
目
団
十
郎
や
一
漁
ら
と
と
も
に
芝
居
茶
屋
大
黒
屋

を
訪
れ
た
。
こ
の
と
き
二
代
目
団
十
郎
は
酒
に
酔
い
、
下
駄
を
踏
み
違
え
た
と
い

う
思
い
出
話
を
し
て
皆
が
笑
っ
た
。
十
月
二
十
三
日
に
は
、
市
村
座
幹
部
の
役
人

と
役
者
、
鶴
海
一
漁
な
ど
江
戸
の
俳
人
が
松
浦
篤
信
の
屋
敷
に
招
か
れ
、
紅
葉
見

を
行
っ
た
（
○
）。 

 

「
大
黒
や
」
は
「
大
黒
屋
久
左
衛
門
」〈
郡
〉
か
。
大
黒
屋
久
左
衛
門
は
二
代
目

団
十
郎
の
日
記
に
頻
出
。
十
月
二
十
三
日
に
松
浦
大
名
屋
敷
で
開
か
れ
た
紅
葉
見

会
の
準
備
も
大
黒
屋
久
左
衛
門
が
行
っ
た
。
し
か
し
、
二
代
目
団
十
郎
は
大
黒
屋

久
左
衛
門
を
「
大
久
」
と
記
し
、
ま
た
堺
町
に
は
芝
居
茶
屋
大
黒
屋
十
左
衛
門
（
元

文
五
年
三
月
二
十
一
日
●
）
も
あ
っ
た
。 




